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(1)。

本種は既に神谷（1955)および穂積（1985)

によって記録されている。 各地のムラサキ 、ンキ

ブにみられる普通の種である。

考 察

以上本宮山から 11 亜科 68 種を記録する。 本

宮山の山容からすればもう少し多くの種を見出

せるものと期待していたが，意外と少なかった。

その理由のひとつは， 調査がくらがり登山道か

ら山頂までの額田町に限って行ったことではな

いかと考えられる。 本宮山一帯を調査すれば ，

平地産のもの等が加わり相当数が増加するもの

と思う。

今回の内訳は文献上の既知種3 4種，採集によ

る確認種 54種， 追加種3 4種である。

本宮山のハムシ科についてみてみると， 亜科

別で未確認なのがナガハムシ亜科， モモブトハ

ムシ亜科， カタビロハムシ亜科， ネクイハムシ

亜科， ホソハム 、ン亜科であった。 奥三河地方で｀

ぱナガハムシ亜科以外はすべて記録されている

ので， 本宮山でも分布していると思われるが，

今のところ採集されていない。 またナガッツハ

ムシ亜科， ッツハムシ亜科， サルハム 、ン亜科に

ついては， 他と比較して種類数が少ないのが目

立っている。 これはスギ・ヒノキの植林地で山

の大部分が占められ， 草原， 沼地， 照葉樹林は

わずかにある程度でハム 、ン科甲虫にとっての生

息環境としてはあまり良好とはいえないようで

ある。 しかし広範囲に調査をすれば， 南部の山

麓等の自然林や北部の湿原などが含まれるため

さらに多くの追加種があるものと思われる。

いずれにしても本宮山のハム 、ン科については

調査がまだ不十分であり， 今後も調査を行い究

明することによって， 本宮山の地理的な位置に

おける昆虫相がクロ ー ズアップされてくると思

う。

終りに， 日頃ご指導を頂いている大平仁夫博

士および大野正男先生， そして調査で種々お世

話になった浅田孝知， 照井正康の両氏に心から

御礼申し上げる。
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2. ウチワコガ ヽンラウンカ Catonidia sobガna

Uhler 18-IX'88, 3 ex④。 山地性の種で多

くなし‘ o

以上簡単ながら29科78種を確認した。 未同

定分をかなり残しているので， 今後追加発表し

ていきたい。 三河本宮山には， 工 ゾアオカメム

、ンやスジコガ ヽンラウ ‘ノカのような山地性の種が

見られ平地との接点であることを物語ってい

る。

調査が不十分で明確にはできないが， 額田町

側40種，山頂30種等に多くの種が見い出され，

一宮町側よりも豊富に生息していることがわ

かった。 今後も更に継続調査をしていき， 一層

明らかにしていきたい。

尚， 末筆ながら， 現地でいろ いろとお世話に

なった山崎隆弘氏， 資料の提供を受けた村田文

彦氏にお礼を申し上げる。

三河昆虫研究会の総会

1988年度の総会は， 2月7日に生理学研究

所の講義室で開かれました。 例年ですと， 文

献や標本の交換などでにぎわうのですが， 本

年度は準備不足で少し淋しい会でした。

それでも， 杉坂さんの力作「ゴマシジミの

謎を探る」の研究苦心談や穂積先生が中心に

なって進められている 「愛知県昆虫目録」の

説明などで色々有意議な話題提供がありまし

た。

参加者は阿江 茂， 岩崎 博， 鋤柄守三，

鈴木友之， 久永和彦， 金田吉高， 原田猪津夫，

山崎隆弘， 小鹿 亨， 加藤直也， 杉坂美典 ，

竹内克豊， 小野寛昭， 照井正康， 水野 宏，

穂積俊文， 大平仁夫（順位不同）などでした。
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である。

18. Ectinoides insignitus (Lewis) ョッキボシ

コメッキ （第1図， E)

5-Vl, 88 (2)。

山麓の雑木林で見出される。 上翅の黄斑の発

達したものが多い。

19. Dalopius tamui Kishii ホソナカグロヒメ

コメッキ （第1図， F)

14-Vl, 86(11): 20-IV, 86(30): 5 -VI, 88 (6)。

山麓の力、ン類の雑木林で多く見出される。 三

河地方では広く分布することが判明したが， こ

こがこの地方での分布の南限である。

20. Ectinus seガceus (Candeze) カバイロコメ

ツキ

5 -VI, 88(18)。

三河地方では広く分布しているが， この地方

での分布の南限になっている。 山頂近くで多く

見出される。

21. Cardiophorus niponicus (Lewis) ホソハ

ナコメッキ

5 -VI, 88 (1)。

三河地方では少ない種である。

ホングウチビクロコメッキについて

ホングウチピクロコメッキ

Ampedus honguanus Ohira, 1962ホングウ

チビクロ コメッキは， 1954年5月16日に本宮

山で筆者が採集した1雄個体を完模式標本に指

定して新種として記載した種である。 その後，

大 平 仁 夫

愛知県では設楽町裏谷と東加茂郡足助町から記

録され， 県外では紀伊半島（奈良県， 三重県）

と四国（高知県）から知られている。

体長は5 mm内外で両側は平行状。光沢を有

し全体栗色で，触角と肢は黄褐色である。 また，

体表面はやや長い褐色毛を生ずる。本宮山では，

闇苅渓谷の営林署の宿舎のあるあたりで打網で

採集したように記憶している。 本宮山が新種の

完模式標本の産地になっているのは， コメッキ

ム 、ン類では本種だけである。

ここに図示したのは， 伴氏が設楽町裏谷で

1975年6月1日に採集された個体（多分雄）で

ある。
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愛知県末記録のシモフリコメッキ

シモフリコメッキ類（Actenicerus属の仲間）

は愛知県から6 種記録されているが， この中に

は記録の誤りと思われるものが含まれているの

で， 実際に何種いるのかはこれから詳しく調べ

ることが必要である。

筆者は最近， 、ンモフリコメッキ属の一部の種

について調べる機会があったが， 今までに愛知

県から知られていない種が三河山岳地帯に広く

分布していることが判明したので， ここに記録

しておきたいと思う。

Actenice戌syamashitai Ohira, 1968 

ホソ 、ンモフリコメッキ（図1)

本種は，筆者が1968年に青森県十和田で下山

健作氏が採集された1 雄を完模式標本に指定し

て新種の記載をしたもので， 現在では中部地方

から北陸・東北地方にかけて広く分布すること

図1 ホソシモフリコメッキ（雄）

大 平 仁 夫

が判明しており， 分布の南限は兵庫県になって

し、る。

体長は13~15mm 。 体は細長くて両側は平行

状。 黒色で真鍮色の金属光沢を有し， 体表面に

は淡黄色の毛を生じ， 上翅は淡黄灰色と暗褐色

毛とで不規則なまだら状の斑絞を生じている。

触角と肢は黒褐色であるが， 腔節とふ節の一部

はときに赤褐色を呈する。 触角は細長く， 雄で

は前胸背板の後角より末端1節ほど後方に伸長

する。 第2節は短小で球形状， 第3節は三角形

状で第4節よりやや短い。 前胸背板は矩形状で

幅より長い。 背板上は粗雑な点刻を密に生じ，

点刻と点刻間は点刻の直径よりせまい。 また，

正中部は浅い縦凹溝を有する。

雌は雄に類似するが， 一般により大形で体も

幅広く，触角は短く，前胸背板の後角より短い。

本種は愛知県の三河山問部に広く分布してい

るが， 調査した標本の代表的な産地を以下に記

しておく。

三河本宮山， 26-V, 1978 山崎隆弘採集。

船 着 山， 16-IV, 1978 山崎隆弘採集。

段戸裏谷， 23-V, 1981 原田猪津夫採集。

茶 臼 山， 29-V, 1977 松野更ー採集。

これによれば， 成虫の発生期は低地では4月

中旬頃， 山岳地では5月中旬頃からである。 一

般外形はA. pruinosus Motschulsky ヒ メシ

モフリコメッキによく似ており， 今までこれと

混同されていたのではないかと思われる。 この

種は触角が短く， 前胸背板の側縁が外方へ湾曲

し， 背板の点刻が小形でよりまばらであること

によりホソ 、ンモフリコメッキと識別できる。

なお， ここに示した図は， 三河本宮山で1976

年6月6日に松野更ー氏が採集した体長14mm

の雄個体である。
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1 -VIII, 88 (1)山崎。

2-X, 88(1)山崎。

8) Oemopia hirayamai (YUASA)

ウスキホシテントウ（図A)

本宮山， 13-VIII, 88 (1)山崎。

大 代， 19-VI, 88 (1)山崎。

" 17-VII, 88 (1)山崎。

高 里， 10-V, 87 (1)照井。

9) Oenopia scalaris (TIMBERLAKE)

ムツキポヽンテントウ

雨 山， 30-IV, 88(2)山崎。

10) Propylea japonica (THUNBERG)

ヒメカメノコテントウ

本宮山， 7 -VIII, 88 (2)照井。

雨 山， 4-VII, 88 (1)照井。

” 21-VII, 88 (1)山崎。

” 2-X, 88(1)照井。(2)山崎。

大 代， 19-VI, 88 (2)山崎。

11 17-VII, 88 (1)照井。

11 7 -VOi, 88 (1)照井。

11) Calvia quaturdecimguttata (LINNE)

シロジュウシホシテントウ（図B)

上長山， 3 -V, 80 (3)照井。

12) Harmoniaぱ:yridis (PALLAS)

ナミテントウ

本宮山， 13-VIII, 88 (3)照井。

闇 苅， 22-VII, 79 (1)照井。

雨 山， 4 -VII, 86 (1)照井。

11 19-VI, 88 (1)照井。(3)山崎。

11 17-VII, 88 (1)山崎。

11 21-VIII, 88 (1)山崎。

大 代， 17-VII, 88 (2)照井。

11 7 -YID, 88 (5)照井。

13) Aiolocaria hexaspilota (HOPE)

カメノコテ ‘ノトウ

本宮山， 28-V, 88 (1)山崎。

D

A. ウスキホシテントウ B. シロジュウ ヽンホシテ ‘ノトウ

c. キイロテ ｀ノトウ D. ヤマトアザミテ ‘ノトウ
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" 27-VI, 88 (1)山崎。

千万町， 6 -V, 79 (1)照井。

14) /lleis roebelei T!MBRLAKE 

キイロテントウ（図， C)

本宮山， 27-VI, 88(1)山崎。

闇 苅， 29-VI, 79 (1)山崎。

" 22-VII, 79 (4)山崎。

25) Vibidia duodecimgut叫a (PODA) 

シロホシテントウ

本宮山， 13-VIII, 88 (10)照井。(9)山崎。

闇 苅， 22-Vll, 7903)照井。

16) Epilachna niponica LEWIS

ヤマトアザミテソトウ（図， D)

闇 苅， 29-VI, 79 (I)照井。

本宮山およびその周辺のゴミムシダマシ

1) Gonocepha!um coriaceum MOTSCHULSKY 

コスナゴミム 、ンダマシ

大 代， 2 -x. 88 (1)照井。

2) Basanus erotyloides LEWIS 

ョッポヽンゴミム 、ンダマシ

闇 苅， 25- III, 79 (5)照井。

3) Uloma bonzica MARSEUL 

ョッコブゴミム 、ンダマシ

17-IV, 88 (1)照井。

上長山， 17-IV, 88 (6)照井。

雨 山， 30-IV, 88 (2)山崎。

4 ) Uloma marseuli NAKANE 

工グリゴミム 、ンダマシ

照 井 正 康

17-IV, 88 (2)照井。

上長山， 17-IV, 88(9)照井。

5) Toxicum tricornutum WATERHOUSE

ミツノゴミム 、ンダマシ（図， A)

15-Vll, 78 (I)山崎。

6 ) Cryphaeus duellicus (LEWIS)

ヒメッノゴミム 、ンダマシ（図， B)

雨 山， 7 -VIII, 88 (9)照井。

7) Plesiophthalmus laevicollis HAROLD

ヒメキマワリ

羽 山， 4 -VII, 86 (I)照井。

8) Plesiophthalmus nigrocyaneus MOTSCHUL-

SKY キマワリ

A
 

A. ミツノゴミム ・ンダマ・ン B. ヒメッノゴミム ・ンダマシ‘
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本宮山，13-VIII, 88 (3)照井。

闇 苅 ， 22-VII, 79 (2)照井。

雨 山 ， 31-YII, 88(3)照井。

11 7 -VIII, 88 (3)照井。

大 代， 1 -VUI, 88 (1)山崎。
11 21-VIII, 88 (1)山崎。

こ•…-.

ヨツボシチビヒラタカミキリ， ク
リチビカミキリ愛知県内の記録

蟹 江 昇

筆者は東加茂郡足助町大多賀において表題の

カミキリムシ2種を採集しているので報告す

る。 いずれも伐採地のソダよりたたき網で採集

したものである。
1.ョッボシチビヒラタカミキリPhymatodes 

quadガmaculatusGRESSITT 

4 ex. 10-V -1983 

2 ex. 28-V-1983

2.クリチビカミキリ Sybra kuri OHBA YA・
SHI et HAYASHI

1 ex. 28-V -1983

段戸裏谷のカミキリ数種の記録

蟹 江 昇

愛知県北設楽郡設楽町裏谷において県内では

記録の少いカミキリムシ数種を採集しているの

で報告する。

1 ヤマトキモンハナカミキリ Judolia japan­

ica T AMANUKI 

1が 12-VIl-1983

2. タケウチホソハナカミキリ Strangalia 

attenua加LINNE

1 c?1 29-VII-1983 

3. ハコネホソハナカミキリ ldiostrangalia 

加konensis MATSUSHITA 

1早 26-VII-1976

4. イガブチヒゲハナカミキリ Corymbia 

igai TAMANUKI

1 c?1 26-VII-1976

5. トサヒ メハナカミキリ Pidonia approx­

imata KUBOKI

1 c?1 3早 7 -VI-1981

6. ヤマトシロオビトラカミキリ 

Kazuoclytus 1,autoides HAY ASH! 

1早 23-V-1982

7. フタモソホソ ヒ ゲナガカ ミ キ リ  An­

namanum griseatum BA TES 

1 c?1 12-VI-1983

8. カスガキモンカ ミ キ リ  

Paramenesia kasugensis SEKI et KOBA Y ASH!

1 c?1 19-VII-1981

安城市でジョナスキシタバを採集

小 鹿 亨

筆者は安城市において以下のようなジョナス

キシクバ Catocalo, jonasii BUTLER を採集

しているが， 安城市において， 本種は稀である

と思われるのでここに報告する。
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本個体は， 河川敷内の小道に踏みつけで生じ

た小さな裸地で， ベニ ｀ンジミやヤマト 、ンジミを

追い払いながら占有行動をとっていた。 採集時

の筆者の不手際で鱗粉がややはげ落ちたが， 比

較的新鮮な個体である。 筆者は以前にもほぽ同

じ場所で， 夏型の個体を採集しており， 一時的

にせよ本種が当地で発生している可能性が高

し‘
o

〈デ ー タ〉1988-Vl-25

安城市里町 1 o' 

今回得た個体は， 夜間灯火に飛来したもので

ある。

安城市におけるミヤマチャパネセ
セリ春型の記録

小 鹿 亨

ミヤマチャパネセセリ Pelopidas jansonis

BUTLERの低地で採集記録はまれなようであ

る。 安城市においては村高町において夏型の採

集記録があるのみである。 筆者は以下のように

本種の春型子を採集しているので報告する。

〈デ ー タ〉 8 -V-1988 

安城市村高町矢作川堤防 1 c?1 

末筆ですが， 発表を勧めてくださった岡崎市

立葵中学校の杉坂美典先生に感謝します。

安城市でトラフシジミを採集

小 鹿 亨

筆者は安城市においてはかなり少ないと思わ

れるトラフ 、ンジミ Rapala arata BREMERを，

以下のように採集したので報告する。

〈デ ー ク〉 1988-IV-24 

安城市木戸町春日神社 1辛

クンポポの花に吸蜜にきていた本個体を採集

した。




